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大阪から公害をなくす会 第２０回環境学校 

   「 火山と原発、大阪と日本は・・・ 」 

 

１．日本の活火山 

２．「カルデラ噴火」とは･･･ 

３．もしカルデラ噴火が起きたら大阪と日本、そして原発は･･ 

４．川内原発と火山～そのリスクを考える 

５．最近の火山活動について 

 

 古儀  君男  2015.09.19 

wikipedia 

「朝日」 



 ４つのプレートが接する世界でもまれな 

場所   地震・火山・造山運動 が活発 

      

 

 

 

日本 

海上保安庁のHPより 

USGSより 
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※ 「プレート」 ＝ 厚さ100 ｋｍほどの薄い岩板のこと 

                       ＝ 地殻 ＋ 上部マントル 

日本の地質環境 はじめに 
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１．日 本 の 活 火 山 

１．活火山とは･･「概ね過去1万年以内に噴火した火山及び現在活発な噴気活動のある火山」 

２．日本の活火山の数 ･･･  110 

  世界の活火山の数 ･･約1500         

  日本の面積 ････････ 38万㎢ 

 世界の陸地面積の  0.3％  の日本に 

 世界の活火山 の 7 ％  が集中する 

※地震は、２３％ 

世
界
の
活
火
山
の
分
布 

と 

日
本
の
活
火
山 
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「火山フロント」 と 日本の活火山の分布 

火山フロントで分ける 

「東日本火山帯」 と 「西日本火山帯」  

合計 110 火山 
（この図では一部省略） 

海溝･トラフに平行に走る 

火山フロント（前線） 



静岡大学防災総合センター HPを一部改編  

火山フロントは､海洋プレートの沈み込みによって出来る 
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この線の地下100㎞ほどには沈み込むプレート面がある 

https://twitter.com/sbosai
https://twitter.com/sbosai
https://twitter.com/sbosai
https://twitter.com/sbosai
https://twitter.com/sbosai


噴火のタイプ ※ 

Yahoo ブログ 
中野俊氏撮影 

とねさぼうHPより 

①溶岩流 ②降下火砕物 

③火砕流 （ ④火山泥流 ） 

※ 他にもいろんな分類の仕方がある 6 

http://rd.yahoo.co.jp/blog/gallery/image/main/*http:/blogs.yahoo.co.jp/oveja27/GALLERY/show_image_v2.html?id=http://blogs.c.yimg.jp/res/blog-e6-d6/oveja27/folder/1017475/32/33135732/img_0?1380497610&i=1


http://kazetabi.at.webry.info/200507/article_10.html 

USGSより アジア航空より 

噴火のタイプ･激しさは､マグマの粘性(≒火山の形)に左右される 

低い（流れやすい）          《マグマの粘性》            高い（流れにくい）                 

穏やか（溶岩流）            《噴火の爆発力》          爆発的（火山灰、軽石）                 

盾状火山 成層火山 溶岩ドーム 

日本に多いタイプ 
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カ
ル
デ
ラ
噴
火
を
起
こ
す
の
は
こ
の
タ
イ
プ 

    玄武岩              安山岩       デーサイト        流紋岩                 



２００２年 ２００８年 

※NHKSP 「巨大災害④～火山大噴火､迫りくる地球規模の異変」（ 2014.09.21) 8 

２．「カルデラ噴火」とは・・・ 

２０１５年 

注目され始めたカルデラ噴火 



 ■噴出量（≒噴火の規模）は､およそ100 ㎦ ※以上 

   ※ 琵琶湖の容積の約４倍。日本列島が厚さ約３０㎝の噴出物で覆われる。 

 ■日本では１万年に１回 の割合で起きる 

   30 ㎦ 以上の「破局噴火」も含めると、7000年に１回 

 ■大規模火砕流 と降下火砕物を噴出。大型カルデラ を形成 

 ■文明を滅亡させることがある／最大級では生物の大量絶滅 

  （例）ポンペイの遺跡、ミノア文明の滅亡、人類滅亡の危機、 日本埋没（阿蘇４、 

     AT火山灰）、九州の縄文文化壊滅（鬼界カルデラ噴火）／２.５億年前の絶滅など 

9 

カルデラ噴火（≒超巨大噴火）とは  ※  

※ 超巨大噴火（ ≒カルデラ噴火） ≫ 破局噴火？ ≫ 巨大噴火≫ 大噴火＞･･  



阿蘇-4  ９万年前 

200km3 

カルデラ噴火のマグマ噴出量 

６４万年前 ２１０万年前 

７．４万年前 10 

日本を ７ｍの厚さで覆う量 

 （＝琵琶湖の容積の１００倍） 



【噴火例①】  古代都市「ポンペイ」を埋没させたベスビオ火山 

        AD79年。 噴出量４㎦の巨大噴火                

ポンペイを埋没させた軽石・火山灰 
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犠牲者の石膏型どり。２０００人以上 



【噴火例②】   ミノア文明を滅亡させたサントリーニ島の噴火 

3600年前の噴火。噴出量30㎦。「アトランティス伝説」のもとになったとも言われる 
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【噴火例③】  人類絶滅の危機～トバカルデラの噴火 

■カルデラ噴火は過去３回 ・・・ ①84万年前、②50万年前、③7.4万年前 

■７.４万年前のカルデラ噴火の噴出量・・・２８００㎦ （人類史上最大） 

■地球の平均気温 ・・・ ５～１０℃低下､１０年ほど続く（「火山の冬」）  

■寒さと飢えで人類は絶滅の危機に直面  

  推定人口  数100万人     3000人～１万人へ（遺伝子のボトルネック） 

■このとき､寒さをしのぐ「衣服」が発明された？    「コロモジラミ」が出現  
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１００km × ３０km 



日本のカルデラ噴火（第四紀） 

■超巨大噴火で出来たカルデラは１０数個  

 (古いものを含めると数１０個)  

■九州と北海道に多い。そのうち半数の６個が 

 九州にある 

■カルデラの凹地は湖をつくることが多い 

      

   

 

九州の３つのカルデラ を紹介 

防災科学研究所ＨＰを一部改編 

加久藤・小林カルデラ 

14 



噴出量は日本最大級  

約600km3琵琶湖の22倍 

秋吉台へ 

四国へ 

【日本の例 ① 】  

阿蘇４の噴出 
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撮影：古瀬孝一氏 

消防防災博物館ＨＰより 雲仙の火砕流 

南北25km、東西18km 

９万年前 

口永良部島の火砕流 

撮影：後藤利幸氏 GSJのＨＰより 

玄
海
原
発 

約130 ㎞ 

http://119110.up.n.seesaa.net/119110/image/aso-90000-man.jpg?d=a1


阿蘇ｰ４の火砕流と降下火山灰の分布範囲 

９万年前 日本列島埋没?！ 
堆積当時の火山灰の厚さは, 

現在の地層の約２倍？ 
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早川由紀夫「フィールド火山学」ＨＰより 

「破局噴火」（高橋正樹）より 

東へと流れる火山灰 

NASA 



鹿児島大HPより 

【日本の例 ② 】姶良カルデラをつくった入戸火砕流 ■２万９０００年前 

 

■一般には、 

 シラス台地とよぶ 

   （厚さ最大100ｍ） 

 

■姶良カルデラ 

 ２４㎞ × ２３㎞ 

 

    錦江湾を形成 

 

■噴出量 

  ４５０㎦ 

 

■桜島は外輪山 

 ２万６０００年前に誕生 

  

 

 

シラス台地 
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http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&docid=l-c2IXLUcNOiwM&tbnid=9FFhAKwCEQEpUM:&ved=0CAUQjRw&url=http://eniac.sci.kagoshima-u.ac.jp/~oyo/ppt/lecture/aira.files/slide0018.htm&ei=tWrPU9yoCdXp8AW3yYKACQ&bvm=bv.71667212,d.dGc&psig=AFQjCNHoIQkft9RlzMsF4mMnuzJrrhyWYQ&ust=1406188534648317


姶
良
カ
ル
デ
ラ
か
ら
噴
出
し
た 

入
戸
火
砕
流
と
Ａ
Ｔ
火
山
灰
の
分
布
範
囲 

 
 

 
 

 
 

  ※ ＡＴとは､姶良・丹沢の略 

約３万年前 

「破局噴火」（高橋正樹）より 
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※  



■７３００年前に海底噴火（地震･津波も発生） 

■幸屋火砕流、アカホヤ火山灰を噴出 

■噴出量 １７０㎦ 

25 ㎞×15 ㎞ 

硫黄島 
竹島 

【日本の例 ③ 】   鬼界カルデラ 

19 



1: 押型文様式, 2: 九州貝殻文系土器様式, 3: 塞ノ神様式, 4: 轟様式, 
5: 曽畑様式, 6: 北白川下層様式  

 九州の縄文文化を壊滅させた鬼界カルデラの噴火 
（7300年前） 

噴火後､九州は９００年の間､無人となった？ 

火砕流と降下火山灰の分布 

九州の縄文土器の変化 

【噴火前】 
【噴火後】 

小田静夫, 1993による 
アカホヤ火山灰層 



MBS・NEWS２３に加筆 

九電が火砕流の到達 

を認めたカルデラ 
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3．もしカルデラ噴火が起きたら大阪と日本、そして原発は・・ 

※九州のカルデラを想定 



西から東へ流れる大量の火山灰 

    ～ その影響を考える ～    

９万年前 阿蘇４ 

３万年前 AT 

7300年前 アカホヤ 

 ※九州以外に、隠岐や大山、朝鮮半島からも飛来した 

 ※富士山の噴火では､東海２、福島の原発、が影響を受ける？ 

富士山 

22 



大
阪
層
群
で
見
つ
か
っ
た
火
山
灰
層 

過去２００万年間で約４０枚 

過去３万年では５枚 

＝鬼界 アカホヤ 

＝姶良 AT 

23 【例】平安神宮の地下駐車場で見つかったAT火山灰 

12 ㎝ 

50 ㎝ 

千里ニュータウンの露頭 

鎌田浩毅氏撮影 



いま現在は大阪・近畿
に活火山はないが・・ 

「図説地球科学」より 

産総研GSJ 24 

活火山の分布 



25 御嶽山2014の噴火 
撮影者不明 

 もし 大阪に１０㎝の降灰 

 があったら、何が起きるか 

２００４年 内閣府発表 の 

「富士山の噴火による被害想定」 

から考える 

『別冊宝島』 
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厚さ１０㎝の火山灰の降灰があったら・・・(その１) 

【健康障害】 目・鼻・咽・気管支の異常などを起こす 

  ・火山灰はガラスや鉱物の破片 → 角ばっている 

    角膜や粘膜を傷つける → 角膜剥離、急性結膜炎など 

  ・表面に硫酸・塩酸成分が付着 → 炎症 

  ・シリカ成分 → けい肺 

【建物被害】 火山灰は雪の１０倍ほどの重さがある  

   ・水を含むと１．５倍の重量 

  ・１０㎝の降灰 → １００㎝の積雪   

  ・３０㎝の降灰 → 倒壊する家屋も・・・ 

【泥流被害】 社会的インフラ、生態系を破壊する 

  ・１０㎜ の降雨（融雪）で泥流が発生する 

  ・傾斜地であればどこでも発生する 

    建物、道路、鉄道、電柱、農地、森林・・・を破壊する 

  ・時速数１０㎞、到達距離１００㎞ を越えることも 

  ・降雨の度に泥流発生の可能性がある 

http://www.corvet.jp/ 

USGSより 



厚さ１０㎝の火山灰の降灰があったら・・・（その２） 

【電気】 大規模停電が発生する → 多方面に障害が波及する 

  ・湿った火山灰は電気を通しやすく、碍子部分で漏電が起きる 

  ・火山灰の重みで電線が破断したり、電柱が倒壊したりする 

  ・ガスタービン方式の火力発電機は火山灰を吸い込み故障する 

【電子器機】 コンピュータ、携帯などが故障する  → 多方面に障害が波及 

  ・静電気を帯びた細かい火山灰や火山ガスが侵入し、誤作動・故障の原因となる 

【通信・放送】 機能障害、システムダウンが起きる 

  ・静電気を帯びた火山灰が電波障害を起こす。停電、電子器機の故障でシステムダウン 

【水道】 給水不能に陥る  

  ・大量の火山灰を含む河川水、濾過槽に沈殿する火山灰が浄水機能を破壊 

【道路】 通行不能となる  

  ・信号機の故障、スリップ、視界不良、泥流による寸断 

【鉄道】 運行不能となる 

  ・架線の断線、ポイント・信号機の故障、スリップ、視界不良、泥流による寸断 

【航空機】 運行不能となる 

  ・火山灰を吸い込みエンジンが故障、窓ガラスが傷つき視界不良、通信機能低下 

【産業活動】 すべて営業・操業停止となる 

  ・すべてのライフラインが破壊され、人と物資の供給が途絶える 
27 



１．電気、ガス、水道、道路、空路、海路、通信、など全てのライフラインが破壊される 

２．日本の大半は壊滅状態に陥り（犠牲者：数１０００万人以上）日本経済が崩壊する 

３．日本の再生は長期にわたり困難 （広く覆う火山灰は除去困難、泥流が頻発 ） 

  ※原発汚染がない場合・・・数10～数100年？ ／ ある場合・・・数1000～数万年？ 

４．大量の火山灰・火山ガスが地球の寒冷化を引き起こす（ ３～５℃？低下する） 

５．北海道などを除く５０数基の原発は電源､冷却水､作業員､必要資材が得られず 

  メルトダウン。制御不能に陥り､長期間の放射性物質による「地球汚染」が始まる 
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九州のカルデラ噴火による最悪のシナリオ 

■いつかは必ず起きる。「生き延びる対策｣と｢長期復興戦略｣、｢国際的議論｣ が必要 

■東日本大震災の教訓 ・・・「自然は人智を越えている。想定外のことは必ず起きる」 

■｢釜石の奇跡｣の教訓・・・地震即避難。津波が来なくても、「来なくて良かったね・・・」 

  原発ゼロと使用済み燃料の処分を急ぐ 「カルデラ噴火に間に合って良かった・・・」 

    



同じ問題を抱えるアメリカの原発 

イエローストーン 

29 
http://癒され画より 



カルデラ噴火の可能性が高い火山とは・・ 

■今後100年間におけるカルデラ噴火の発生確率 （巽・鈴木,2014 ） 

       ０.７３ ～１.０ %  ≒ 1995年兵庫県南部地震の前日における地震発生確率 

    「原発運用期間中にカルデラ噴火に至るような状況ではない」（規制委員会） 

  とは言い切れない。 

  

前野深氏の資料に一部加筆 

■
九
州
の
超
巨
大
噴
火
の
履
歴 

加久藤、阿多のカルデラ ? 

以外に 新たな噴火 も？    

   

 

MBS・NEWS２３より 

60万年前   現在 

阿蘇 

加久藤･小林 

姶良 

阿多 

鬼界 

30 

10万 40万 50万 20万 30万 
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4．川内原発と火山～そのリスクを考える 

デジタル朝日より 

（建設予定） 

九電のHPより 

http://www.asahi.com/articles/photo/AS20140508000450.html
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川内原発周辺の火山 

『別冊宝島～危ない！日本の火山』より 

川内原発をとりまく３９の火山の内、１４が要注意火山 川内原発周辺はかつて火山だった 

① ② 

③ ④ 
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Wikimediaより 

【リスク①】 桜島の大噴火 

みんなの桜島協議会HPより 
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http://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20150824-00010000-nishinp-sctch.view-000 
「西日本新聞」 

みんなの桜島協議会 

桜島の８月の事象 

国土地理院 

今
年
の
８
月
に
新
た
に
貫
入
し
た
マ
グ
マ
の
位
置
（昭
和
火
口
直
下
） 
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最近の大噴火～桜島大正噴火（1914） 

噴出物量約 ２㎦ 火山灰は東北地方まで達した 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRw&url=http://plaza.rakuten.co.jp/askp4649/diary/201008300001/&ei=wFU_VbWNMuHRmwXp_oDgBQ&bvm=bv.91665533,d.dGY&psig=AFQjCNG3OboxNOcJPzjnwWzKYQvFicrtDw&ust=1430300451425044
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http://www.svo.dpri.kyoto-u.ac.jp/new/wp-content/uploads/2015/09/BM2474.png 

桜島火山観測所 

「桜島の大正大噴火」が近づいている ?! 

■ 大正噴火 ２０億㎥ 

■ 姶良カルデラにため込まれているマグマ量  １８億㎥ 

■ 8/15 に上昇したマグマ量 ２００万㎥ 

２０２０年？ 
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川内原発周辺には ３～１０㎝の灰が積もる → メルトダウンの可能性 

  ※ 九電は１.３万年前の巨大噴火・薩摩桜島噴火の降灰シミュレーションを実施 

     → ８月に １２㎝  の降灰  

もし「桜島大正大噴火」が東風で起きたら･･ 

TV「そもそも総研」より 

桜島 

川内原発 気象庁の予測  

http://www.asahi.com/articles/photo/AS20140508000450.html


MBS・NEWS２３に加筆 

九電が火砕流の到達 

を認めたカルデラ 

38 

【リスク②】 南九州のカルデラ噴火 



39 
九電「川内原発火山影響評価」より 

原
発
敷
地
近
傍
に
到
達
し
た
火
砕
流
堆
積
物 

５㎞ 

５㎞ 
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九電「火山影響評価（コメント回答）」（2014）より 

川
内
原
発 

入
戸
火
砕
流
の
九
電
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン 

（３
万
年
前
） 



鹿児島大HPより 

大規模火砕流が川内原発を直撃する 

シラス台地 
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約４５㎞ 

川
内
原
発 

約３万年前の入戸火砕流堆積物 

「朝日」デジタル版より 

■最高時速 １００㎞ 以上   

■温度 ５００～６００℃ 

■コンクリートの建物も破壊する 

■低いところを流れるが、１０００ｍ程度
の山は乗り越える 

  

   

火砕流とは・・・ 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&docid=l-c2IXLUcNOiwM&tbnid=9FFhAKwCEQEpUM:&ved=0CAUQjRw&url=http://eniac.sci.kagoshima-u.ac.jp/~oyo/ppt/lecture/aira.files/slide0018.htm&ei=tWrPU9yoCdXp8AW3yYKACQ&bvm=bv.71667212,d.dGc&psig=AFQjCNHoIQkft9RlzMsF4mMnuzJrrhyWYQ&ust=1406188534648317
http://www.asahi.com/articles/photo/AS20140508000450.html


九
電
と
規
制
委
員
会
の 

カ
ル
デ
ラ
噴
火
に
対
す
る
見
解 

（１
） 

１
４
火
山
で
活
動
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
巨
大
噴
火
の 

 
 

可
能
性
は
「十
分
小
さ
い
」 

（２
） 

巨
大
噴
火
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
予
知
が
可
能 

（３
） 

噴
火
の
可
能
性
が
あ
れ
ば
、
原
子
炉
の
運
転
停
止
や 

 
 

燃
料
体
の
取
り
出
し
を
実
施
す
る
。 

「東京新聞」 
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(1) 巨大噴火の可能性は十分低いのか・・・ 
九電「川内原発火山影響評価」より 



(2) モニタリングで巨大噴火の予知は可能か･･ 

■
藤
井
敏
嗣･

噴
火
予
知
連
会
長 

  

「超
巨
大
噴
火
の
予
知
は
出
来
な
い
」 

■
石
原
和
弘･

京
大
名
誉
教
授 

 
「噴
火
予
知
が
出
来
る
と
い
う
の
は
思
い
こ
み
、
俗
説
、

誤
解
」 

■
中
田
節
也･

前
火
山
学
会
会
長
・東
大
地
震
研
教
授 

「活
断
層
の
基
準
は
12
万
～
13
万
年
に
一
度
動
い
て
も

考
慮
の
対
象
。
超
巨
大
噴
火
は
１
万
年
に
１
回
だ
か
ら
、

活
断
層
と
比
べ
て
も
頻
度
は
高
い
」 

規制委員会の見解は             

新たな安全神話 「東京新聞」 

火山学者の見解    
（規制委員会等での発言） 



噴火予知とは・・・いま、どの程度可能か 

■噴火予知の５要素・・・①時期、②場所、③規模、④様式、⑤推移 

■長期的噴火予知 

  噴火に規則性のある火山については、過去の噴火履歴から次の噴火を予測 

■短期的直前予知 （前兆を捉える） 

 ①地震観測 ・・・ マグマの位置 

 ②傾斜計、GPS、など ・・・ 地盤の隆起・沈降  →  マグマの位置と形状を計算 

 ③重力、地磁気、電気抵抗、地熱  ・・・ 液体で高温のマグマをとらえる  

 ④火山ガス・・噴火の切迫度（※   九電はこの２項目で巨大噴火を予知。しかも自前ではない ） 

  ※新しい手法 ～ 宇宙線ミューオンを利用した火山の透視 

■噴火予知（部分的予知  ）の成功例  

 ①ピナツボ火山1991  ②有珠山2000  ③桜島  ④キラウエア  など 

   ※前兆現象が噴火につながるとは限らない。噴火の規模、様式、推移 の予測は難しい 

■カルデラ噴火の予知 

  ・一般の噴火は､ある程度の直前予知が可能な場合がある。しかし噴火の規模や

推移の予測 は難しい。つまり現状では、巨大噴火の予知は困難、不可能。 
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           巨大噴火の予測と監視に関する提言 
 巨大噴火の予測や火山の監視は，内閣府の大規模火山災害対策への提言（平成25年5月16
日）や，原子力発電所の火山影響評価ガイド※（平成25年6月19日）等により，重要な社会的課
題となっている． 
• 巨大噴火(≥VEI6)の監視体制や噴火予測のあり方について 
  ‣ 日本火山学会として取り組むべき重要な課題の一つと考えられる． 
  ‣ 巨大噴火については，国（全体）としての対策を講じる必要があるため，関係省庁を含めた 
   協議の場が設けられるべきである． 
  ‣ 協議の結果については，原子力施設の安全対策の向上等において活用されることが望ま 
   しい． 
• 巨大噴火の予測に必要となる調査・研究について 
  ‣ 応用と基礎の両面から推進することが重要である． 
  ‣ 成果は噴火警報に関わる判断基準の見直しや精度の向上に活用されることが重要である． 
• 火山の監視態勢や噴火警報等の全般に関して 
  ‣ 近年の噴火事例において表出した課題や，火山の調査・観測研究の将来（技術･人材育成) 
    を鑑み，国として組織的に検討し，維持・発展させることが重要である． 
  ‣ 噴火警報を有効に機能させるためには，噴火予測の可能性，限界，曖昧さの理解が不可 
   欠である．火山影響評価ガイド等の規格・基準類においては，このような噴火予測の特性 
   を十分に考慮し，慎重に検討すべきである. 
                    日本火山学会原子力問題対応委員会 平成26年11月2日（日） 

日本火山学会の提言  

※川内原発はこのガイドに基づいて審査され「適合する」と評価された 



「東
京
新
聞
」 

（３
）モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
予
兆
を
察
知
し
た
ら
、 

 
燃
料
体
を
移
送
で
き
る
の
か 
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NHKTVより 

Youチューブより 

口永良部島 

御嶽山 

桜島 

2015.05.29 

2014.09.27 

５．最近の火山活動について  

いま火山活動期に入ったのか？ 

西之島 拡大中 

GSJ 

レベル２以上の活火山 

気象庁HPより 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRw&url=http://d.hatena.ne.jp/masami71/&ei=bFxqVcvdCuavmAW3n4LADg&psig=AFQjCNF8rA5TJN6vhum1BKrtzy_cMryqOA&ust=1433119972454393
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRw&url=https://www.gsj.jp/hazards/volcano/nishinoshima2013/20140603-report.html&ei=j1yKVbLuEYb3mQWssoOwDw&bvm=bv.96339352,d.dGY&psig=AFQjCNE7AA5cSjbMUuyv1bOT-oOcax_jgw&ust=1435217395593057
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異常に？静かだった２０世紀 

NHKのHPより 
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M ９. ０ 東北巨大地震の影響は・・・ 

→ 地震の翌日から３年以内に近くの火山が噴火しているが・・・ 
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口永良部島の噴火  2015.05.29 

NHKTVより 

口永良部島 

MBSTV・News23より 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRw&url=http://d.hatena.ne.jp/masami71/&ei=ShVsVY2RLY_m8AWp7oPIAw&bvm=bv.94455598,d.dGc&psig=AFQjCNFcrRNmQaqVutUOJouC81TLqEw32Q&ust=1433232635908921
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRw&url=https://twitter.com/hashtag/%E3%82%AB%E3%83%AB%E3%83%87%E3%83%A9&ei=Zx9sVbqpAsatmAXB5IPQBw&bvm=bv.94455598,d.dGY&psig=AFQjCNF9x7uB6XtKVTRnQJbuUg3hL59K1w&ust=1433235529445043
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御嶽山の噴火         
2014.09.27 

「毎日新聞」 

産経ニュースより 

噴火の３つのタイプ 

成層火山 火砕流と降下火砕物 を噴出 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRw&url=http://mainichi.jp/graph/2014/09/27/20140927k0000e040267000c/024.html&ei=1g5sVZinD-LamAW-hoDgDA&bvm=bv.94455598,d.dGY&psig=AFQjCNGXSQozeLkhHnuAfKAs1b-XY7fJQw&ust=1433231400530741
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRw&url=http://www.youtube.com/watch?v=IX1FT5YRkEI&ei=-ChsVYSNE8XV8gXx5IHgAw&bvm=bv.94455598,d.dGc&psig=AFQjCNEVOkEV7ORABkI0clNBHpNIDe7O-A&ust=1433238036512341
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岡田弘（2015）より 

観
測
デ
ー
タ
を
ど
う
解
析･

解
釈
す
る
か 

 

～ 

解
析
能
力
の
不
足
が
被
害
を
拡
大
し
た 

？ 
 

気象庁の解析 

ある火山学者の解析 

レ
ベ
ル
１
（平
常
）で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
レ
ベ
ル
２
（
火
口
周
辺
規
制
）
の
状
態 

 

防げない災害
だったのか？ 

2014年御嶽山噴火 



■レベル１＝「平常」※、解析の問題 と 異常の見逃し？ 

  ①データの解析･解釈の誤り ※現在「活火山であることに留意」に変更  

  ②現地に担当者を派遣せず、異常の有無の確認をしていない 

   ※山小屋のガイド 「ガスに変化あり」  の証言／火山センター幹部、山頂の賑わい知らず    

■気象庁の火山課に火山の専門家がいなかった               

国家公務員の採用枠が「工学」、「物理学」分野だった。最近「地球科学」も追加 

■火山専門家の減少（47人）。予算は10数億円/年（オスプレイ予算の0.5％)   

大学の火山観測所 ８ → ５ へ。御嶽山は大学の観測対象火山から外された        

■火山庁の新設、各火山ごとに「ホームドクター」（専門家）が必要    

※インドネシア国立火山調査所  400 人以上の人材、 60 ヶ所の火山観測所 

 
54 

御嶽山の噴火災害の問題点と課題  

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRw&url=http://www.kobe-np.co.jp/news/zenkoku/compact/201502/0007767837.shtml&ei=kwhsVeLhIdG48gXgyYLgAw&bvm=bv.94455598,d.dGc&psig=AFQjCNF2TFSrrF6M0kS4lW-dqBDUVa6xuw&ust=1433229809019494


■火山の恵み 

 ・美しい景観･･･国立公園の６割（21）に活火山 

 ・日本の国土･･･半分近くが火山と深成岩（マグマ溜り） 

 ・観光､温泉､地熱発電､地下水､豊かな土壌･資源､･･ 

■火山の災害 

 ・噴火はほんの｢一瞬」。不可避だが静穏期が長い 

 ※富士山 宝永の噴火は２週間。300年以上､静穏状態が続く 

■火山国日本で暮らす作法 

 ・恩恵を享受しつつ、どう噴火災害を軽減するか 

 ・火山と原発は共存できない。最悪の場合､地球汚染の可能性 
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おわりに ～ 日本と火山、原発 

http://masudahp.web.fc2.com/npark/index2.html 

Yasue,et al(2014) 
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おわり 

ありがとうございました 

古儀  君男 

2015.09.19 

  大阪から公害をなくす会 第２０回環境学校 

   「 火 山と原発、大阪と日本は・・・ 」 


